
第6章 明治・大正期の西洋人の日本見聞記の中に見られる日本人の労働観・遊び観

セ ップ ・リンハル ト

ー 理論 的な考察

歴史的な資料としての旅行記=虚 構と真実

ドイッの諺に 「旅をする人 は物語ができる」(WenneinereineReisetut,dannkanner

waserzaehlen)と いうのがある。「物語ができる」ということは確かであるが、その物語の内

容がどこまで信 じられるか、それを歴史研究の資料として利用できるか どうか はこの20年 問

に文化人類学者や社会学者の間で随分論 じられることになった。ゲーテの有名な自伝の言葉通

り 「虚構と真実」、っまりDichtungundWahrheit、 との曖昧な関係が旅行記、見聞記の場合

には他の歴史的な資料よりも大 きな問題である。

日本研究者の間では、西洋人でいち早 く日本の土を踏んだといわれているポル トガル人のフェ

ルナオ ・ピント(FernaoPinto)が 虚構のためにあまりにも有名である。16世 紀当時の読者

にとっても 「行き過ぎ」であったかれの物語のために、かれにはMendes、 っまり 「嘘っき」

という別名がっけられた。徳川の鎖国時代、 ロシアのカムチャツカ半島の囚虜所か らの脱走者

であったポーランドのベンヨフスキ(MoritzBenyowsky)も また立派な虚構を作 った 日本見

聞者の一実例である。

しかしピントにしろ、ベンヨフスキにしろ、かれらが日本にきた16世 紀、または18世 紀は、

西洋にとっては日本についての情報が非常に乏 しい時代であったから、そういうときに、極端

に言えば、 日本にっいてなんでも言えたのであろう。が、1858年 か ら日本 には外国人 の居留

地ができた次第で、 日本にっいての情報 も爆発的に多 くなって、虚構はだんだん真実に席を譲

らなければならなかったと推定できる。 しか し、私が前 に 「チ ョンキナ」という、幕末 ・明治

期に日本を訪れた西洋人の間で流行 っていた日本のス トリップの踊 りにっいての論文で示 した

かったように、同 じ現象にっいての報告は人 によって大部違う可能性 もある(1)。そ して、前 の

人の報告によって後の人の報告が左右されることもある。ある人はその前の人が報告の対象に

なった現象を見て、「なるほど」といって、前の人の報告 と大体同 じことを報告す るが、 自分

の独創性を強調 したいある人は 「前の人の報告が間違 っている。自分の目で見たことだけが正

しい」 と思 って、前の人 と全然違 う報告を書いていると考えられる。

私が今 日ここで利用 したい明治 ・大正期の西洋人の日本旅行者、あるいは世界旅行者の日本

見聞記の分析の場合は、二っの理論的な出発点を頭の中に置かなければならないと思う。一っ

は文化人類学 ・社会学のこの頃盛んに行われている近代観光旅行批判である。世界の観光旅行

は違 う文化圏の人間の相互理解、国際間の協調のたあになるという非常に楽観的な従来の立場
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に対 して、 ラジカルな文化人類学者 ・社会学者は国際観光旅行を大変消極的に判断 している。

っまり、国際観光客の多 くが外国文化を知 りたがるから外国旅行をするのではなく、自分の持っ

ている外国のイメージを外国へさがしに出かけるという国際観光非難である。もう少 し悪 く言

えば、大衆観光、マス ・ッー リズムの国際観光客は前から自分の頭にあったものだけを見たがっ

ていて、結局自分の偏見を強化するために外国へ旅行するのだ、とも言える。多 くの国際観光

客が、非常 に限 られた時間で、非常に限られた空間で非常に限 られた数の外国人と接触 した上

で、 この 「自分の目で見た」外国とその文化、社会、経済にっいて判断できる 「権威」になる。

一つの事例だけ挙げると、私が初めて日本に留学のために少 し長 く滞在 したときには、外国旅

行好 きな私の義母がオーストリアから日本へ短期間だけ遊びに来た。1969年 の夏 であ ったが、

東京にも浴衣姿の日本女性がよく見 られた。写真好 きな義母は 「アア、ゲイシャ」と呼びなが

ら、道で出会ったこういう女性の写真を取ろうとした。私がいくら説明していても、着物姿、

浴衣姿の女性は彼女にとって 「ゲイシャ」であった。

2番 目の理論的な出発点は民族歴史学(Ethnohistory,Ethnohistorie)の 方法論である。

1960年 頃生まれた民族歴史学は旅行記を厳密な方法で一っの歴史資料 として評価 しなが ら、

文字のない民族の歴史を組み立ててみる学問分野である。 この場合は旅行者についての色々な

情報によってその見聞記の性格とか信頼性、虚構性が調査されている。 この学問の代表者 は、

厳密な方法を当てはめれば旅行記も歴史的な資料なれる、無価値なものではないと主張 している。

西洋人の日本文献のデイスクール

しか し、 この研究会のためには虚構と真実だけではな く、虚構にしろ、真実に しろ、日本人

の労働観 ・遊び観に対する西洋人の、または日本人の間のデイスクール(言 説)そ のものが大

切である。 フーコーによると、言説は世の記述だけではなく、特別な専門言語とそれに関連を

もっている思想、そしてその結果による社会的な力をもっている現象である。っ まり、19世

紀の日本についての文献が西洋人の間で日本にっいての支配的なイメージを作 り出 したとで も

言えるのである。

19世 紀の半ば頃は日本は西洋人にとってこの世界で残 った最後 のユ トー ピア、最後 の理想

の国の一つであったので、その頃日本を訪れた西洋人はもちろんまず日本で自分の理想、自分

のユ トーピアを探 した。 このユ トーピアは人によって違 った内容をもっていたことはいうまで

もなかろう。当時の日本 は西洋人にとってアリスの不思議な国のようなものであったか ら、外

国人の見聞記の中で労働 という日常的なものはあまり問題にされてなかったことは当然である。

逆に旅行者 もある種の遊びをしているから、遊びに対す る好奇心が高いと言えるのではなかろ

うか。

見逃 してはならないのは、 日本 は西洋人の目にはペ リーが日本を開国させたときまではねむ

り姫のように眠っていた。 この眠っている日本 と働 き者の日本 とのイメージは全然合わないか

ら、一九世紀の後半 に日本を訪れた西洋人が主に 「遊びの国日本」を見たのは当然なことであ

ると私 は思 う。
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ニ シ ー ボ ル トま で の 言 説

勤 勉 な 日本 人 の イ メ ー ジの登 場

開 国後 、 明治 時代 大 正 時 代 、 昭 和 前 期 の デ イ ス クー ル は開 国前 の それ とはど うい う関係 にあ っ

た の か は非 常 に言 い に くい の だ が、 無 関係 で はな い と私 は思 う。 マ ル コ ・ポ ー ロか らウ ィル ヘ

ル ム ・フ ンボ ル トま で、 あ る い は シ ー ボ ル トの優 れ た総 合 的 な 日本 図 式 が で き る まで の 頃 にっ

い て はPeterKapitzaの す ば ら しい、2000頁 に わ た る、 しか し詳 しい索 引が あ るか ら使 い易 い、

ヨー ロ ッパ に お け る 日本 につ い て の デ イ ス ク ー ル の ドキ ュ メ ンテ シ ョ ンが あ る の で(2)、 ま ず

そ こに 日本 人 の勤 勉 性 にっ い て ど うい うふ うに書 い て あ る か を調 べ て み た。

は じあ て 日本 人 の勤 勉 性 を強 調 した の は や は り、1712年 に ラテ ン語 で 出 版 さ れ 、 そ の た あ

ヨー ロ ッパ の 当時 の学 者 の間 に国 際 性 を も って い た912頁 に もわ た るケ ンペ ル のAmoenitates

の な か で あ る。 この書 の 中 の鎖 国 肯 定 論 で ケ ンペ ル はつ ぎ の よ うに論 じて い る:

「そ して、 この国 の人 々 は大 変 な忍 耐 力 が あ って、 っ らい仕 事 もたえ るの はなれ て はい る ・…

だ か ら私 は この民 族 の 由来 が もっ と無 気 力 な(weichlich)中 国 人 に あ る と思 え な い。

(厳 しい 自然 にっ い て)こ の国 の欠 点 が 住 民 にか れ らの道 徳 、 特 に勤 勉性 や無 欲 、 を実 現 さ

せ る の は この 自然 の恩 で あ る。 こ こで は い く ら難 い岩 で あ って も、 い く ら高 い 山 の嶺 で あ って

も、 この豊 富 な天 下 の領 域 で 勤 勉 な農 家 が 汗 ま みれ の労 働 を しなが ら、毎 年 か れ らに あ る貢 ぎ

(み っ ぎ)を だ せ るの で あ る」(3)。

ドイ ッ の有 名 な哲 学 者 イ ンマ ヌ エ ル ・カ ン トは ケ ー ニ ヒス ベ ル ク大 学 で1756年 か ら1796年

まで 定 期 的 に 「自然 地 理 学 」 と い う講 義 を 講 じて い た折 り、 そ の な か で 日本 に っ い て もふ れ た

が 、 や は りそ の場 合 は ケ ンペ ル に よ る と こ ろが 大 き い。 だ か らカ ン トも30年 間 か れ の 学 生 に、

日本 人 が 「用 心 深 い、 正 直 な、 行 儀 が 良 い、 勤 勉 な、 忍 耐 力 の あ る」 人 々 で あ る と教 え て い

た(4)。

1747年 か ら1768年 ま で に65冊 に分 け て 出 され た 『世 界 史 』 が 最 初 ロ ン ドンで 出版 されたが、

ま も な くフ ラ ンス語 や ドイ ッ語 に も訳 され 、 ヨー ロ ッパ 最大 の、 非 常 に影 響 力 を持 った世 界 史

にな った。 こ の世 界 史 に は 日本 にっ いて も140頁 に わ た って書 いて あ って 、 その 中 で ま た 日本

人 の 性 格、 日本 人 の 長 所 や 短 所 にっ いて論 じ られ て い る。 「日本 人 は みん な非 常 に忙 し くて 、

勤 勉 で あ り、 勉 強 や 読 書 の ため に長 い時 間 を 費 や して い る」⑤ と長 所 につ いて述 べ て あ る。

ゲ ッテ ィ ンゲ ン大 学 で 歴 史 を教 えて いた ヨハ ン ・ク リス トフ ・ガ ッタラー は1761年 か ら1764年

まで にか け て 「世 界 史 手 帳 」 を 出 した が、 そ の なか で 日本 人 の長 所 と して上 の 「世 界 史 」 と殆

ど変 わ らな い判 断 を して い るが、 日本 人 が よ く働 きな が ら、 あ ま りア ル コー ル を飲 まな い、 食

事 もそれ ほ ど と らな いか ら、 普 通 は元 気 で 長 生 きす る と書 いて い る(6)。今 年(平 成7年)の 敬

老 の 日 に は い ろん な 年 寄 りが い ろん な テ レ ビ番 組 で 自分 の長 生 きの原 因 にっ い て聞 か れ た と き

に も よ く 「一 生 一 所 懸 命 に働 いた の で」 と答 え たの は面 白 か った。

1764年 に ヨハ ン ・サ ロモ ン ・セ ム ラーが ハ ル レで 「東 ・西 イ ン ド通 商 協 会 の 歴 史 」 の 中 の

あ る注 で 日本 人 の 性 格 を こ う い うふ う に描 いて い る。 「この国 は ど こで も農 地 と して 利 用 さ れ
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て い る。 食 べ 物 の豊 富 な 存 在 が この民 族 の勤 勉 性 の証 拠 で あ る」(7)。

1772年 に は ドイ ッの シベ リア探 検 者 ヨハ ン ・ゴ ッ トリー フ.・ゲ オ ル ギ が イ ル ク ッ ク に あ っ

た 日本 語 学 校 を も訪 ねて 、 そ こで 教 え て いた 日本 人 五 人 に 日本 にっ い て イ ン タ ビ ュー した が、

この五 人 の サ ンプ ルか ら日本 人 の性 格 の特 質 と して や は り 「頭 が い い、 正 直 、 勤 勉 、 和 の精 神

に富 ん だ 」 人 々で あ る と述 べ た(8)。

「日本 と 日本 人 にっ いて の哲 学 的 ・批判 的 な諸 考 察」 とい うフラ ンス人 の神 父 ピエル ・クロー

ド ・ル ・ジ ェ ー ンの本 で は著 者 は 日本 人 を 理 想 の 人 間 と し て ヨ ー ロ ッパ 人 と比 較 して い る。

「日本 人 は手 を上 手 に使 って い て、 勤 勉 で、 能 率 よ く、 注 意 深 い民 族 で あ る。 どん な 仕 事 を し

て も、 な ん で も完 全 に した が るの で あ る。 か れ の手 の製 品 は完 全 で あ る」(9)。これ は20世 紀 の

70、80年 代 に も よ く日本 人 の製 品 に つ い て い わ れ た判 断 で あ る。

1775年 長 崎 オ ラ ンダ商 館 医 と して来 日 した ス エ ー デ ンの 植 物 学 者 に して 医 学 者 カ ル ル ・ぺ

夕 一 ・ツ ンベ ル グに と って 日本 は理 想 の国 で あ っ た ので 、 か れ が1791年 に 出 版 さ れ た 日本 に

っ いて の報 告 の 中 で 日本 へ の賛 美 歌 を うた った こ と は当 然 で あ る。 も ち ろん か れ に と って も、日

本 人 は勤 勉 な、 よ く働 く人 々 で あ った ⑩ 。

人 種 差 別 の イ デ オ ロー グで あ った ク リス トッフ ・マ イ ナ ス は1790年 に は ア ジ ア 人 に つ い て

広 く論 じて、 ア ジア 人 の 中 で 日本 人 や 中国 人 が他 の ア ジ ア人 よ りよ く働 くが 、 それ は特 に中 国

人 につ い て 言 え る と(彼 は)言 って い る(11)。

1811年 か ら1813年 まで に 日本 に監 禁 され た ロ シ ァの 少佐 ゴ ロ ウニ ンが か れ の 「日本 幽 囚記 」

の な か に 日本 人 の 国 民 性 にっ い て の章 も も うけ て い る。 そ の 中 で鎖 国 政 策 は 日本 の隣 国 に と っ

て は非 常 に 有 り難 い政 策 だ と論 じて い る。 つ ま り、 「数 多 く、 明敏 な、 よ く働 く、 な ん で も で

き る、 外 国 の もの を な ん で も よ く まね を す る この民 族 を ロ シア の ッア ー ・ピ ョ トル の よ うな王

様 が支 配 す れ ば 、 隣 の 国 はな にが 期 待 で き るの か」(12)。

三 開 国 後 の 言 説

さて 、 今 まで 列 挙 した人 々 の中 で 日本 を 自分 の 目で み た の は ケ ンペ ル と ッ ンベ ル グ と ゴ ロ ヴ

ニ ンの 三 人 だ け です が 、 開 港 後 に 日本 を訪 れ て 、 あ る場 合 に は、 例 え ば お 雇 い外 国 人 と して 、

長 く日本 に滞 在 した西 洋 人 は 日本 人 の勤 勉 性 、 遊 び意 欲 にっ いて ど う い うふ う に報 告 して い た

ので あ ろ う。 シー ボ ル トま で の言 説 で は 日本 人 は一 方 的 に勤 勉 な人 々 と して 描 か れ て い た の に

対 して 、 明 治 維 新 以 降 の西 洋 日本 文 献 で は い ろ い ろ な意 見 が 出 て お り、 それ らは簡 単 に 「よ く

働 く日本 人 」 と 「気 楽 な 日本 人 」 に分 け られ る と思 う。 まず は開 港 前 の言 説 に続 いて 「よ く働

く日本 人 」 に っ い て述 べ よ う。

「よ く働 く 日本 人」

開 港 後 の早 い文 献 と して1863年 か ら1864年 ま で2年 間 日本 に滞 在 した スイ スの外交 官 で あ っ
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た エ イ メ ー ・ア ンベ ー ル の本 が あ る。 彼 は 日本 人 の労 働 と余 暇 につ いて こ う言 って い る:

「中 国 文 明 に は数 日 の労 働 日の あ と定 期 的 に休 み 日が あ る と い うあ りが た い 制度 に似 た もの

は な い。 毎 月 決 ま って 祭 日が あ るが 、 そ れ らは あ ま り労 働 階 級 の た め に はな らな い。 そ して、

年 の は じめ に一 週 間 労 働 は中 止 にな って、 都 会 の 人 も、 田 舎 の 人 も、社 会 的地 位 、 ま た は も っ

て い るお 金 に よ って 、 娯 楽 に打 ち 込 ん で い る。

江 戸 の 町 人 、 職 人 、 工 場 的 手 工 業者 、 一 般 に 日本 の商 業 者 は西洋 人 が来 るま で は世 界 中 に も

非 常 に珍 しい経 済 条 件 の 下 で 暮 ら して い た。 か れ らは国 内 需要 の た め だ け に働 い て い たが 、 こ

の 国 は 自然 の恵 み で 自分 の 必 要 を 満 足 させ る ほ ど充 分 に大 き く、 充 分 に 開墾 され て い る。 数 世

紀 を 通 じて か れ らは気 楽 な 、 簡単 な生 活 の楽 しみ を 楽 しん で い た。 今 は も うそ うで は な い。 私

は この 天 真 爛 漫 の 時 代 の最 後 の 日々 を見 た。 ど こ まで も運 の い い大 商人 を別 に して だ れ も暮 ら

せ る以 外 の 目的 で 働 いて はい な か った が、 そ して だ れ も 自分 の存 在 を楽 しむ以 外 の 目的 で 暮 ら

して はい な か った の で あ る。 労働 そ の もの も も っ と も純粋 な、 深 い娯 楽 の カ テ ゴ リー に位 置 し

て い た。 職 人 は 自分 の 労働 に対 して情 熱 を も って い て 、 そ の た め に尽 く した時 間 、 日 々、 週 間

を数 え な か った だ けで はな く、 い や、 か れ は 自分 の 作 って い た もの が か れ を満 足 させ る ほ ど完

全 な 状 態 に な る まで は、 か れ はな か な か し ご とを 止 め よ う とは しな か った。 そ の もの を売 れ る

か ど うか はそ れ ほ ど気 に しな か った。 疲 れ た と きに 、 か れ は仕 事 場 を で て、 自分 の家 で 、 また

は友 人 と と も にあ る娯 楽 の場 で短 くて も長 くて も好 きな よ うに休 み を と った。 」('3)

この ア ンベ ー ル の 日本 の職 人 気 質 に っ い て の 見解 は西洋 人 の近 代 日本 文 献 の言 説 の 一 っ の筋

に な って い る。職 人 の そ の労 働 の対 象 に対 す る精 神 は唯一 で あ り、 っ ま り日本 の職 人 は極 端 な

完 全 主 義 者 な の で あ る。 しか し、 他 面 で は、 この職 人 た ち は好 きな とき に い く らで も遊 ん で い

て、 継 続 的 にい っ で も同 じペ ー ス で仕 事 を して い るの で は な い。 そ れで もいっ で も精 い っぱ い

働 か な くて も少 な くと も開 国 ま で は容 易 に生 活 が で きた とア ンベ ー ル は説 明 して い る。 そ して

労 働 は 日本 人 に と って、 っ ま り職 人 に と って 、 一 種 の楽 しみ で あ る と の見 解 も現在 の西 洋 日本

文 献 ま で は一 っ の重 要 な説 に な って い る。 この もの に対 す る精 神 か ら生 まれ た 日本 の工 芸 品 は

西 洋 で一 九 世 紀 の後 半 で ど れ ほ ど流 行 ったか は こ こで説 明 す る余 裕 が な いが 、 こ う い う もの は

漆 、 根 付 け、 錦 絵 、 陶器 、 青 銅 器 な ど お そ ら く西 洋 人 に 日本 人 が よ く働 くの で は

な く、 日本 人 が い い仕 事 を して い る とい う こ とを お しえ た の だ ろ う。 日本 の工 芸人 、 職 人 の労

働 の高 い評 価 は例 え ば ジ ョ ン ・ス トタル ド(1897)、 デ ライ ト ・スイ ー ッア(1899)、 ジ ョー ジ ・

ヘ ム リン ・フ ィチ(1913)(14)な ど に も見 っ け られ る
。 た とえ ば スイ ー ッア女 史 は 「日本 人 は悪

く働 く こ とを 知 らな い」 と職 人 を誉 め て い る(15)。書 評 家 を 職 業 と した フ ィチ は 日本 の職 人 と

工 芸 人 の賛 美 歌 を歌 った後 は、 日本 の若 い世 代 は ど うな る か と い う心 配 を表 明 して い る。 「若

い人 は外 国 の 競争 相 手 が も っ と早 い、 そ う して も っ との ん き な労 働 で 同 じよ うな、 ま た は よ り

い い効 果 を 得 るか ら、 親 が完 全 性 を え る た め に そ れ ほ ど時 間 とか 努 力 をっ く して い るの は意 味

が な い こと で あ る と判 断 しな い わ け に は いか な い。。。 か れ ら も我 国 で 労 働 組 合 の リー ダー達 が

大 勢 の機 械 工 た ち が そ れ を認 め た ま で は歌 った利 己 的 な、 のん きな 労 働 の ゴ スペ ル の授 業 に感

染 す るで あ ろ う。」(16)

ア メ リカ人 の ヘ ン リ ・フ ィ ンク はか れ の著 書 の"Lotos-timeinJapan"(1895)の 中 で は
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最後の章に"Asuperiorcivilization"「 優iれた文明」という題をっけた。その中でエズラ ・

ヴォゲルに80年 も先だってアメリカ人は日本人か ら何を学ぶべきかと論 じている。一番重要

なのはやはりゆとりのある生活、生活を楽 しむ(enjoymentoflife)と いうことである。 ア

メリカ人は生活を楽 しむことで世界中どこをみても一番下手な民族であるのに対して、 日本人

はアメ リカ人 と違 って ドルだけを追いかけているのではない。ゆとりのある生活をできると日

本人はもう働かない。そのかわりにかれらは残 りの一生を優雅な余暇、自然を楽 しむこと、旅、

芸術、文学、親類 と友人 との交わり、のために使っている。これはアメリカ人の死ぬまでは必

死に働 く、 という姿よりももっと合理的、 もっと文明的ではなかろうか、とかれは問うている。

日本人の平均給料は1日 で20セ ントしかないが、 しか し日本人が世界での一番幸せな民族

である。ベコン女史を引用 しながら、小さい店を持 っている人は休日やかれ らがもっている小

さい庭を楽 しんでいて、同 じような状態で我国で働 く人と比べて楽 しみが多 く、厳 しい仕事が

すくないと説明 している。アメ リカでは本を読めば、あるいは演劇を見に行けば、それは犯罪

に近い時間の無駄使いになっている。休暇を取 る人は、健康の為に、あるいは労働のための新

しいエネルギーをえるために必要であるという言い訳をしなければならないことになっている。

それにたいして、日本人は朝から芝居を見に行 く。 しかし日本人の二番大きい特質は、かれら

の娯楽にではな く、労働の楽 しみにある。 ヨーロッパとアメ リカでは機械労働が支配的である

から労働 には楽 しみがな くなった。本の著者と自然科学の発明家 と芸術家以外はだれも創造性

のある労働の美的な興奮を楽 しまな くなった。 しか し、 日本では一番簡単な台所道具を作 って

いる一番地位の低い職人は、脳と趣味と手を使っているから、労働を楽 しんでいる、 とフィン

クはいっている(17)。これはもちろん一っの産業社会批判 に過 ぎない。 だか らフィンクはロ本

の将来の危機として産業社会の到来 具体的に工場の煙突、機械、分業などを挙げている

を指摘 している。

フィンクより1年 あとに妻の レオノレと一緒にアジアの旅行記を出版 した ミュンヘ ン大学の

美術の先生エ ミル ・セレンカは、南日本では、もう煤煙が清潔な家のなかへ入っていて、鉄道

の路線はもう全国につなが っていて、そして時間が人間の生活で重要な要因になりつっである

と述べている(18)。

日本の古代から昭和30年 代までに約2000年 間近 く日本の労働力の大部分をなした百姓の労

働意欲、遊び精神にっいて西洋人の日本文献は開国後は殆ど触れていない。農村の段々畑がど

れほど美 しいかとか農村の婦人達が夏の暑い日には体の上半分を裸にしているとか、農村には

牛や羊や馬のような動物がいないとか、 こういうふ うないっ も同 じような話が くりかえされて

いる。 もちろんお雇い外国人の報告は違 うが、 ここで分析 して見た旅行記や 日本案内書、そし

て日本入門書では百姓の働 きぶり、百姓の労働観 ・余暇観はあまり見あたらない。大抵大都会

の横浜、東京、京都、大阪、神戸、長崎、そして観光地の日光 と宮下、っまり箱根、を 「ニッ

ポン」 として見てきた西洋人が主に都市人 と会 っていて、かれらの行動は画いているが、八割

の日本人を無視 している。

間接的に農家の厳 しい仕事に触れているのはス トダル ドである。かれが美 しい景色を見るた

めに農村を訪れた時には動物がいないことに驚いている。 日本の百姓が肉だけではな く、 ミル
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クやバターも知 らないとかれは読者に教えている。ス トダル ドが通訳者を通 じて丁度田圃の労

働が終わって、村に帰ってきたある格好いい若い農夫に 「何を食べて生 きているのか」 と聞か

せた。答か ら人間は日本の農家のようなきっい労働をするときにも魚や米や野菜 という食事を

取れば生きられると知って、驚いたのである。生きられるだけではな く、馬がいないからすご

く大きな木や石も動かせる力も与えている(19)。同 じように間接的にノックスは百姓 に触れて

いる。農家の生活がきっ くて、変化がないか ら数千人の若い人々は村から都会にやってくると

彼はいっている。彼は百姓の収入はこのきっい労働に対 してどれほど少ないのかも指摘 してい

る。土佐のある農家が一年では20ド ルよりも少ない収入をもらったと彼 に見せた。1年 間の

収入で60ド ルをもらう百姓はいい方であるとノックスは報告 している。 それに して も百姓の

生活も楽 しみのない生活ではない。なぜなら、彼 も一生で一回は社寺参詣、巡礼、または東京

への旅が期待できるか らである。また、休 日とかお祭とか村の周辺の温泉 もある。それ以外に

自然を愛 している百姓 は小 さい庭を持ち、冬枯れの日々には盆栽を楽 しんでいる、 とノックス

は説明 している(20)。

1907年 には 「日本で見たもの」を出版 したクライヴ・ホランドは日本人と結婚 した らしく、

以上挙げた本以外に 「私の日本人の妻」や 「日本のロマ ンス」 も書いた。かれは日本が大好き

で、大変好感をもって日本のあらゆる面を描いている。かれにとって農業労働はまず女性労働

である。6月 に村の娘達や女達がみんな水田の中に入 って、田植えという非常にきっい労働を

しているが、 しかし大変湿 っぽい仕事にもかかわ らず、彼女達は幸せそうで、愉快で、すごい

スピー ドで働いている。イギ リス人の農村婦人達がこの仕事をしようとするなら殆どだれも引

き受けないであろうと彼は推定 している。百姓階層の妻達や娘達が例外的に辛い労働をしてい

る。彼女 らは朝から露の降りる夕べまで文句をいわずに、いや、楽 しそうに田圃や畑で働いて

いる。他人のために働 く場合は彼女 らは一日で2ペ ンスか3ペ ンスをもらっていて、不思議 に

この少ないお金から貯金までできる。彼女 らは辛い仕事には反感がなくて、こういう辛い労働

の一生がかわいそうであるとは思わない。ホランドは日本の豪農にも馬車がないとか豪農の息

子のためにも怠惰な時間がないことを重視 してはいるが、かれはおもにかれの言葉を使えばこ

の"indomitabletoilers"と いう農村婦人の働 く精神に深い印象を受けたようである(21)。

日本人一般 と特に百姓は非常にきつい労働に堪えている、 というのが、マルシャル ・ピ・ワ

イルダーの見解である。その原因はかれ らの前近代的労働習俗にあるとかれは説明 している。

「労働階層は今で も古い習俗や手法に固執 している… ・なんでも一番難 しいふうにされている

ようである。働 く人なら、非常によく働いている・… 田舎では生活がもっとも原始的で、古

風な面がまだ見 られる。田圃の中で刈 り株との摩擦で血塗れになった踝姿で男と女が肩を並べ

て働いている。そのときにかれらは稲作そのものと同 じように古い農機具を使 っている」(22)。

前に引用 したフィチも百姓の労働について簡単に述べている。「汽車の窓か ら田圃の中の農夫

とその妻と子供が永遠に見 られる。 これ らの人はアメ リカの機械工と同 じようなすごいエネル

ギーで働きはしないが、かれらが一日に働 く12時 間ないし14時間のような長 い労働時間を考

慮に入れれば、かれらは大 した勤勉性や良心を表 している」(23)。

しかし百姓の生活にっいてはじめて本格的に調べて、報告 したのはロバ トサ ン・スコットで
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ある。かれは1915年 か ら4年 間以上 日本でアメ リカの政府のために農村社会学的な調査を し

て、その間日本の田舎を10000キ ロも旅行 したようである。かれの 「国の基」 という本 は450

頁にわたるので、ここでかれの見解を一っ一っ述べる余裕がないけれども、百姓の労働観 ・遊

び観を表すところを少 し紹介 してみよう。 この書物でよく現れてくるのが大正前期の農村改良

運動である。改良運動の一っの目的はやはり労働精神をレベル ・アップすることにあったとい

う印象を読者は受ける。例えば沢山の村に若者組が中心になって 「早起き会」が組織された。

こういう会の会員は夏には朝の4時 に、冬には朝の五時に起 きて、その後会の役人の家にある

参加者名簿にサインして、村の神社へ行って、そこで剣道や相撲の稽古をしている。早起きの

理由として、早 く起きるのは、労働を早 く始める為ではなくて、夜遅 くまでおきるという悪習

慣を破るたあである、と述べ られている(24)。農村の暮 らしを改良するために、農業博覧会が

よ くおこなわれた。こういう博覧会の内容の一部として、たとえば成功 した非常に勤勉な農家

の自伝が展示された。ある絵は、毎晩三銭三厘で縄を作っている15歳 の青年 と毎晩三銭三厘

を菓子屋で使 っている青年を比較 し、勤勉性と節約性の長所を教えていた(25)。または、 ある

愛知県の農村の月別の労働時間の規定などなどであった。労働時間は五月か ら8月 までは12

時間半で一番長 くて、1月 と2月 には9時 間半で一番少ない。人をもっと勤勉に働かせるため

に、ある村では勤勉の調査が行われた。それによると、男の人の36%が 勤勉で、34%が 平均

並みで働いて、30%が その他 というカテゴリーに入るのであった。女 の人の中で勤勉な人 は

もう少 し多 く、「その他」の人はもう少 し少ないが、男の人 とあまり変わりがない(26)。この調

査はどういうふうに行 ったのかは知 らないが、この結果を一般化すれば、日本の大正時代前期

の農家の三分の一強が勤勉で、丁度三分の一が平均並みで、三分の一弱が平均より少な く働い

たと読みとることができる。 この場合はもちろん平均並みが何を意味 しているのかが問題にな

る。愛媛県のある村では、 ロバ トサンによると1年 では200日 のための農業労働があるけれど

も、残 りの165日 のための労働がない(27)。山口県ではそれに対 して100日 の労働 しかな くて、

全国の平均は150日 であった(28)。結論として筆者は日本の百姓は疑いなくよく働 くと言 っては

いるが、長時間労働と精一杯働 くこととは同じではない。東洋人は西洋人と比べて仕事が終わっ

たという印象を与えないで、いっまでも何かをしてるが、異なった労働時間が異なった結果を

出すのかは疑わ しい。よく働 く事例に対 して、 ロバ トサンは田舎の人々の遊び精神にも触れて

いる。地主の飲酒や芸者遊び、博打 うちなどをあげているが、貧乏な小作人 もまたよく酒を飲

むといっている(29)。暮 らしのゆとりも大切であることの証拠 と して、 かれ は 「親が死んで も

ご飯のあ とは休め」という諺を挙げている(30)。この本 は日本 の農村社会の多様 な姿 を画いて

いるか ら、高 く評価 しなければな らない。 しか し言説にはどれほど影響があったのか、私 は判

断できない。農村のモノグラフとしてそのあとは1930年 代の後半にジョン ・エ ンブリの名著

「スヱ ・ムラ」があるが、 これは余 りにもよく知 られているからここでは省略 したい。

ここで最後に挙げたいのは、西洋人旅行者のほとんど全員にいっも誉め られている少 し特殊

な、 しか し旅行者 との関係深い二っの職業である。一っ目は、旅行者が日本の港に入ってきた

ときにかれらがそこで見た、石炭の積み込みにっいてである。特にヨーロッパか ら来た場合、

日本に着 くまでに彼 らが何回 も見たことのあるはずの この行動が、日本ではどうしてそれほど
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かれらの注意を引いたのであろうか。アイセンシュタインのいうには:「(下 関から門司にあっ

た)船 へ帰 ってきたときに、私はしばらく石炭 と米の積み込みを観察 した。 この場合の日本人

の辛抱強い労働力と器用さは感嘆すべきである。石炭の積み込みは男の人と数人の女の人か ら

なる列によって、籠を用いて行われている。 この石炭はあまりよくなく、煙とともに消えて し

まって、煤をたくさん残 しているけれども、 日本のものす ごく安い労働力のおかげで、非常 に

安い」(31)。1911年のアブラハムの東洋印象記には、石炭の積み込みは全部手労働なのに、 その

労働のすさまじいスピードのために門司は世界中で一番早い石炭積み込み港である、 と述べて

いる(32)。フィンチは2年 後同 じ石炭積み込みを長崎で詳 しく描いている。一つの船 に積み込

むために2000人 も働いていたが、その内の四分の三は14歳 か ら18歳 までの若い女の人であっ

た。 この若い女子労働者の殆 ど全員が10時 間もこのきっい労働を したが、 中には、朝の七 時

から夜中まで17時 間ぐらい働いた者 もいた。その内で彼女 らはお昼のときだけ15分 ぐらい休

んだ、 とフィンチは驚いて報告 している。 ヨーロッパでは同 じことはとても考えられないとか

れは判断 した。そして17時 間で4500ト ンもの石炭を船に積み込めたのは、 やはり 「原始的な

手法での完全な共同労働の結果」である(33)。

石炭の積み込み人夫は西洋人がそのとき 「クー リー」(中 国語の 「苦力」か ら)と 呼んだ手

作業労働者の典型的な一例であるが、 もう一っの 「クー リー」の典型的な姿は車屋のそれであ

る。その車屋の描写は明治時代に書かれた日本旅行記にはかならず現れている。 なぜな ら、 こ

のクー リーたちにあたる職業は当時のヨーロッパ ・アメ リカには存在しなかったので、クー リー

たちは大変エキゾチックであった。かれ らをもっとエキゾチックにしたのはかれらの裸の、多

くの場合入れ墨のデコレーションで一杯の体であった。19世 紀 の後半は西洋人 の男 の人 もま

だ水泳パ ンッだけで海水浴とかプールへ水泳に行った時代ではなかった。性 に関する欲求不満

の多いこの時代には、日本は多 くの西洋人にとって前に言ったように、一っの最後の理想の国

であっただけではなく、日本は西洋人の目を喜 ばせた裸の天国でもあった。 もちろんアフリカ

とかアジァの世界の気候的に暑 い地帯では日本 の状態を上回る裸の国々は沢山あったが、日本

の魅力は、 日本がこれ らの国々と比べて、黒人 の種族社会ではな く、西洋人の白い肌によく似

ている住民 の住む文明国であったという点にあったであろう。 しか し明治政府はしばらくして、

車屋などの裸体を禁止 して、かれらに、政府の感覚からすればもっと文明的な着物として、半

纏を着 させた。車屋が西洋人にとって大変重要な存在であった理由をもう一っあげるならば、

かれらは大抵英語を少 ししゃべれて、西洋人の案内人の役割 も果たしていたことである。

西洋人の日本文献のなかの車屋 は殆 ど例外な しに素晴らしい存在である。あまりにも多いの

で、一ヵ所 に限って引用 しよう。「日本の西の海岸で、ある者は私を田舎の道 の上が り坂 と下

り坂を1日 に55マ イルも引いた。私は数回も止めさせてみたが、かれはルー トの終点 にかれ

の家があって、そこで今晩泊まりたいと教えてくれた。 この長い距離を走るために、 かれは1

1時 間 もかかった。ホテルに連れられて、そこで部屋に行 って、挨拶をしたら、かれは水を浴

びて、新 しい着物をきた。その後私の部屋にきて、お辞儀をしてこう言った:・ この長い旅で

お疲れになったでしょう。 もし、私になにかお手伝いできることで もあった ら、教えてくださ

い。"
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わ れ わ れ は こ うい う人 を と きに は リゾ ー トを ま わ る た め に一 週 間 契 約 で 雇 っ た。 こ う い う と

き に か れ ら は毎 日平 均 して30マ イ ル を走 った。 こ うい う長 い旅 で は か れ らは 自分 を 旅 客 の 使

用 人 で も友 人 で もあ る と思 って い る。 か れ らは いっ で もあ な たが 楽 しめ る こ と、 ま た は興 味 の

あ る こ とを さが して い る:景 色 の 綺麗 な と ころ、 か れ らが知 って い る歴 史 の逸 話 、 も しあ な た

が、 例 え ば 花 に興 味 が あ れ ば 、 美 しい実 物 の持 参 な ど。 いつ も大 変 礼 儀 正 し くて 、 性 質 が よ く

て、 忍 耐 力 が あ って 、 この 日本 の クー リー に比 較 で きる よ うな そ の他 の民 族 の、 そ の他 の場 所

の クー リーな ど、 存 在 しな い と思 わ れ る。 家 族 に雇 わ れ た場 合 は、 こ うい う人 は無 条 件 で信 頼

で きた の で あ る。 か れ らは家 族 の小 さい 子供 で も、 どん な距 離 で も、 ど こへ で も運 ん で い た で

あ ろ うが 、 か れ らの雇 い主 は と って も安 心 が で きて、 か れ らが雇 い主 の た め な らな ん で もす る

とい う信 頼 を もっ こ とが で き た」(34)。

「気 楽 な 日本 人 」

日本 の職 人 た ち、 日本 の百 姓 、 と くに女 の人 、 日本 の ク ー リー、 っ ま り汽 船 の 石 炭積 み 込 み

人 夫 と人 力 車 夫 、 車 引 きは今 ま で の報 告 を見 る と非 常 に よ く働 く人 た ち で 、 世 界 の ど こを 見 て

も恥 ず か し くな い、 す ば ら しい労 働 工 一 トス を もって い た よ うで あ る。 しか し、 ど う して オ ー

ス トリア ・ハ ンガ リー帝 国 の最 初 の東 亜 派 遣 団 の科 学 上 の リー ダ ー、 カル ル ・シ ェル ッ ア は18

69年 の10月 にか れ の 日記 に こ うい うふ う に記入 した の で あ ろ う:「 中 国人 と比 べ て 、 日本 人

の方 は 陽気 で 、遊 び好 きで、 お 酒 の み で、 仕 事 嫌 い の よ うで あ る」(35)。か れ の 日記 を ど う判 断

す る か、 で あ るが、 シ ェル ッア はユ ー モ ア ー の全 然 な い人 間 で あ っ たか ら、 も しか れ の この見

解 が か れ の場 合 の み に限 って あ らわ れ て い るの な らば、 これ を全 然 根 拠 の な い個 人 的 な偏 見 と

して判 断 で き る こ とで あ ろ う。 しか しそ うで は な い。 や は り西 洋 人 の 日本 文 献 に 「よ く働 く 日

本 人 」 の 裏 面 と して 、 「気 楽 な 日本 人 」 も描 写 され て い る ので あ る。

1882年 か ら1890年 まで 東 京 帝 国 大学 で行 政法 や 国家 学 を教 え て い た ドイ ッ人 カ ル ル ・ラ ト

ゲ ン は こ う言 っ た:「 これ まで 、 規 則 正 しい労 働 は 日本 で 殆 ど知 られ て い な い。 これ が、 日本

の労 働 者 は仕 事 が あ ま り進 ま な い ので 大 した結 果 が 上 が らな い 、 とい う、 外 国 人 み ん な が 一 致

して い る判 断 の原 因 で あ ろ う」(36)。同 じ東 京 帝 国大 学 で1887年 か ら1893年 ま で に 財 政 学 や 経

済 学 を 教 えて い た ドイ ッ人 ウ ド ・エ ッゲ ル トもラ トゲ ンと同 意 見 で あ る:「Dolcefarniente

は大 変 疲 れ る 肉体 労 働 、 ま た は精 神 労 働 と交 替 し過 ぎ る。 わ れ わ れ 北 の 民 族 が育 て られて きた、

恒 常 的 、 計 画 的 な労 働 が、 こ こで は ご く平 均 的 な人 々 の問 で 知 られ て い な い」(37)。ま た、1890

年 か ら1896年 ま で に ドイ ッの宣 教 師 と して 日本 で働 い て い た カ ル ル ・ム ンチ ン ガ ー も 同 じよ

うな こ とを言 って い る 二 「日本 人 の興 奮 しやす い、 せ っか ち な、 気 を散 ら しやす い気 質 は、 日

本 人 を気 ま ぐれ とか浅 薄、 した が って信 頼 で きな い ひ とに さ せ る。 わ れ わ れ はむ しろ、静 か な、

調 整 さ れ た行 動 や恒 常 性 や継 続 性 を探 す。 日本 人 は す ぐに仕 事 に打 ち込 む が、 そ の あ とす ぐ興

味 が な くな って しま う」(38)。

ラ トゲ ンは も う少 し詳 し く述 べ て い る。 か れ は と く に 「日本 人 が非 常 に勤 勉 で あ る」 とい う

「観 光 客 の判 断」 に反 論 す る。 「日本 で は徹 底 的 に仕 事 は され て いな い。 しか し休 日 もす くな く、
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日曜日の休みや国の祭 日での休みは庶民の生活 とはまだ無関係である。それに対 して大きい祭

はみんなが楽 しむ。そのときは仕事を一週間 も休む。その他のときにもかれ らが欠勤する心配

はしない。毎日の労働時間でもかれ らはやりすぎはしない。非常に数多い休憩を引 くと9時 間

以上の実労働時間は少なかろう」(39)。これは日本人が怠惰であるとい う意味ではない。「日本

人の多 くは、近代的な経営が支配的になるまで古風な百姓、職人、商人なら伝統的な経済の場

でだれでももっていた特質をもっている。 この人々はこういう時代にふさわ しく勤勉であり、

だ らだらしていて、時間をまもらない、あま り能率的ではなく、いっもきせるをのんだり、お

茶を飲んだ り、話を したりする。金儲 けや節約はまだ自己目的ではない。近代的西 ヨーロッパ

人、 いわんやアメリカ人のいっも変わらない労働はまだ知られていない。 この人々は機械での

一定の精一杯の労働 には慣れにくいのである」(40)
。 しか し 「機械労働が普及するにっれて、 こ

れも変わるであろう。鉄道がそれまでに知 られていなかった几帳面 さを生むと同 じように、機

械が強制的に労働者の注意を引くのである」(41)。この1891年 の主張はそれほど早 くは実施され

なかったようである。

1908年 にパールッオーは日本人の近代工場への不適性を論 じていた:「 日本 の労働者 は、

われわれの意見によれば近代の工場を支配すべきこの軍事的規律に服 しようとはしない。かれ

は好 きなときに休みをとって、好きなときに出勤 して、好 きなときに家へ帰るのであるが、 こ

ういう行動の結果として叱られたら、かれは退社する」(42)。1912年に出版された ドイッ人のヘー

バーの 「日本の産業労働」には次のことが書いてある:

「モンゴル人に単純労働以外にもっと早いス ピー ドを教えるのは無理であろう。かれは平気で

1時 間で も14時 間で も手で紡 ぐ。かれは殆 ど疲れないが、他面では殆ど全力をあげて働かな

い し、もちろん労働には楽 しみも感 じない。労働時間を減 らすと、生産 も丁度同じだけ減る。

労働時間を増やすと、生産 もあがる。賃金をあげると、す ぐ出勤する日が減る。お腹が空いて

いるとか、宿がないという特別な条件がなければ、働 くことはかれの目には無理なことなので

あり、いやナンセンスなのである」(43)。この著者が日本に行ったかどうかはわか らない。 この

ドイッ人の自分の労働エ トスに基づく優越感 はこういうすごい偏見を生み出したであろうが、

言説ではこういう意見 も大切である。 同 じ年 に ドイツの在 日貿易商団体の機関誌であった

"Deutsch
eJapan-Post"に も日本の産業労働者の批判が載っている。「日本ではときには数

日間仕事を休みたい、と望む人が多い。日本の労働者 は雨のときに働 くよりもいい天気が戻る

まで待っのが好きである」(44)。

こういう日本人の不十分な労働倫理に対す る批判が ドイッ人以外にも行われたかどうかは分

か らないが、いま示 したように少なくともドイッの日本言説では第一次大戦までは 「気楽な日

本人」、「怠惰な日本人」、「近代的産業労働に適 していない日本人」もよく現れている。面白い

ことに、こういう見解は旅行記よりもいわゆる専門書によく見出される。日本と同じように遅

れて近代化された ドイッが、 こういうふうに世界貿易の将来の競争相手日本をわざと悪者にし

てみたという印象を受けても無理はない。もし本当にそうであったら、現代のシュピーゲル誌

の日本報道 との連続性 もすでにそこに見て取れると思 う。
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